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た。1887 年 12 月に有限責任倉敷紡績所（1893
年より社名は倉敷紡績株式会社。なお，この旧
工場跡が現在の「倉敷アイビースクエア」）の

















孫三郎は，1887 年 4 月に倉敷尋常小学校に入
学，さらに高等小学校にも進み，そこでは社会
主義者となる山川均（1880 ～ 1958 年）とも親
しく交流するとともに，1894 年 12 月に閑谷黌







1898 年 1 月に義兄の原邦三郎が上京し，孫三
郎は倉敷に連れ戻された。その豪遊にともなう


























































さらに，1920 年代から 1930 年代はじめにか
けての長期不況下での経営合理化や，金融恐慌


































































































































当的存在の原澄治（1878 ～ 1968 年），石井との
縁から社会奉仕の理念に共鳴し，文化・社会
あるいは新聞及び政治面から支えた柿原政一
郎（1883 ～ 1962 年），金融事業や電気事業で支
えた中村純一郎（1878 ～ 1950 年），事業経営上
の名補佐役であった神
かんじゃ

























































































































～ 1968 年），大原謙一郎（1940 年～）氏，原澄
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